
公立大学法人福岡県立大学

正三量昼過

公立大学法人福岡県立大学は、 理事長のリ ー ダー シップの下、法人化のメリットを
活かした取組を積極的に進め、 教育研究等の充実及び主体的・自律的な大学運営に努
めてきたところである。

福岡県立大学は、平成30年度から第3期中期目標期間（平成3 0年4月1日から令
和6年3月3 1日まで）に入り、3事業年度目を迎えたところであるが、設立団体であ
る福岡県が定めた中期目標において、地（知）の拠点として、大学の個性・強みを生か
した教育研究を行い、地域社会の発展に貢献できる優秀な人材の育成をはじめとした取
組を着実に実施することを最も重要な使命としている。

令和2年度の評価にあたっては、前年度評価において指摘した事項の改善状況を確認
するとともに、これまでの業務実績も踏まえ、第3期中期計画の達成に向け、年度計画
を着実に実施しているかという視点から、 当該年度の業務実績評価を実施した。

評価の結果、中期目標項目6項目全て（教育、研究、地域貢献及び国際交流、業務運
営の改善及び効率化、財務内容の改善、自己点検・評価及び情報の提供）について「順
調に進んでいる」と評定した。

また、福岡県立大学では、専門的職業人としての能力の育成はもとより、全学横断型
教育プログラムの充実に取り組むとともに、不登校・ひきこもりサポー トセンタ ーでの
相談・支援事業、学習ボランティアの派遣等、 地域貢献活動を積極的に実施している。
令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けることとなったが、年度
当初からいち早く遠隔授業を導入するなど、迅速かっ機動的に対応し、教育研究への影
響を最小限にとどめることができた。

以上のことを踏まえ、公立大学法人福伺県立大学の令和2年度の業務実績については、
中期目標・中期計画の達成に向けて、 全体としては順調に進捗していると認められる。

福岡県立大学は、これまでに地域と連携した取組で優れた成果をあげている。
引き続き、地域貢献活動等の取組を一層推進するとともに、教育研究の充実に向けた

取組を推進し、社会から高く評価される大学となることを期待する。

In 項目別評価（中期目標項目別評価）｜

1 育

評価 I 4：中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。

教育については、年度計画を着実に実施していることから、順調に進捗していると判
断し、 4と評価する。

評価する点は、以下に示すとおり。

( 1 ）福祉社会の実現に貢献できる専門的支援力の養成と多様なニ ー ズに包括的に対
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